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第第２０２０回回 嶺南地域流域検討会嶺南地域流域検討会

～ 北川水系の河川整備について ～

平成２０年７月２９日
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目 次
＜前回（第１９回）の内容＞

＜今回の内容＞

（H20.6.26実施）
○ 前回検討会における質問事項の回答
○ 治水に関する基本事項
○ 環境に関する基本事項
○ 住民説明会について

○ 住民説明会の開催報告について
○ 前回検討会における質問事項の回答
○ 河川整備計画における整備内容について
○ 北川水系河川整備計画（原案）について



2

3

住民説明会の開催報告について住民説明会の開催報告について

4

住民説明会の開催報告について住民説明会の開催報告について

■住民説明会開催概要

■住民説明会での説明内容

１ 河川整備基本方針・河川整備計画
について（河川法）

２ 北川水系の河川の現状と課題について

３ 河川整備計画策定河川について

４ 河内川ダム計画について

（ 治水 ・ 利水 ・ 環境 ）

【若狭町での住民説明会状況】

開催地 小浜市 若狭町

日程 平成20年7月５日（土） 平成20年7月７日（月）

開催場所
サン・サンホーム

（小浜市総合福祉センター）
若狭町歴史文化館

（上中公民館）

参加人数 １４名 ６４名
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（江古川）

■提示された対策案の現実的な見通しを教えて欲しい。
[回答] 本川北川との関係を整理し、今後検討し、早期に

計画を作成したいと考えています。

■早めに避難するための対策を考えて欲しい。
[回答] インターネットによる河川の水位や雨量の情報は常時

提供しています。ハザードマップなども活用し、早め

の対応をお願いしたい。

（遠敷川）

■近年、山の保水力がなくなっているように感じるため、治
山も含めて河川を考えて欲しい。
[回答] 今後は流域という観点(視点)から、治水対策の検討が必

要だと考えています。

住民説明会にて出された意見 １住民説明会にて出された意見 １

6

住民説明会にて出された意見 ２住民説明会にて出された意見 ２

（鳥羽川）

■他の河川に比べ治水安全度が非常に低いため、家屋の
被害の有無に関わらず、治水安全度を上げて欲しい。
[回答] 福井県全体で考えると、家屋の浸水被害の防止を優先

せざるを得ない状況です。ただし、維持修繕や局部的

な改良工事については必要な箇所について実施します。

（その他）

■浚渫等の維持管理をして欲しい。
[回答] 河川の特性を踏まえ、地元の方とも相談し、できる限

り対応して行きます。
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前回における質問事項前回における質問事項に対するに対する回答回答

8

Ｑ１
ダム貯水池の富栄養化の予測方法とその結果に
ついて詳しく教えて欲しい。

（細田会長、大竹委員、廣部委員）
植物プランクトンの影響について、木津川のダムの
植物プランクトンの濃度と比較してみて欲しい。

（細田会長）

Ａ

次頁より説明します。
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シミュレーション
モデル

気温
風速
湿度
雲量

日射量
流入量
放流量
貯水位

流入水温
流入水質

水温
ＳＳ

クロロフィルａ
無機態窒素
有機態窒素
無機態リン
有機態リン

ＣＯＤ
ＤＯ

■ ダム貯水池の水質予測の概念図

河内川の観測データ
（平成３年～平成１２年）

予測結果入力条件 河内川ダムと規模等が
類似している既存ダム

の観測データ

10

■ダム貯水池における富栄養化関連項目の相互関係

底泥（有機堆積物など）

無機態窒素

有機態リン

無機態リン

有機態窒素

DO植物プランクトン
（クロロフィルａ）

非溶解性 非溶解性

日射量

死滅

分解 分解溶出
（拡散）

沈降

溶出
（拡散）

拡
散

摂取 摂取

光合成，呼吸

沈降沈降

死滅

移流，拡散

COD

溶
出

沈
降

内部生産

分
解

再曝気

消費

消費

消費

消
費
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■ シミュレーションモデルによる予測結果

◇ 河内川ダム貯水池表層のクロロフィルa濃度の年平均値の予測結果

4.95.04.94.24.94.84.36.94.64.84.5年平均値

平均H12H11H10H9H8H7H6H5H4H3単位：μg/l

8～252.5～8～2.5年平均値

富栄養中栄養貧栄養単位：μg/l

◇ 富栄養化現象発生の目安

（OECDの富栄養化判断基準）

近年は目立った水質問題は生じていない。5.4室生ダム

淡水赤潮、アオコが発生。14.0高山ダム

近年の水質問題の発生状況年平均値

◇ 木津川のダム群のクロロフィルa濃度観測値

（平成19年度の観測結果）

12

Ｑ２
濁質が沈降しないシミュレーションは可能か。

（細田会長）

Ａ

◆シミュレーションモデルでは、濁質は粒径に応じて沈降速度

を設定していますが、 0.4μm以下のような、定量できない

細かい粒子については沈降速度が設定できないため、シ

ミュレーションできません。
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■ 河内川ダムの濁質のシミュレーション
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H7/5/12(7.9m3/s)

H11/6/30(4.8m3/s)

H11/11/2(4.3m3/s)

H12/11/02(6.8m3/s)

H13/08/22(8.4m3/s)

H15/8/9(5.8m3/s)

平均粒度

洪水時流入濁水の粒径分布図

細粒側
（沈降しにくい）

定量できない細かい粒径は考慮していない

沈降速度の式
（Stokesの式）

14

Ｑ３
ダム完成後、下流の濁水濃度が低下するのは、北川
の濁水の原因が河内川であったということを意味する
のか。 （大竹委員）

Ａ

◆濁水の予測計算は、河内川ダム地点で行っており、河

内川における濁水の予測結果です。

◆北川の濁水は、河内川を含め多数の支川からの濁質

の流入の結果生じていると考えられますので、北川の

濁水濃度の変化は、河内川の濁水濃度の変化のみが

原因ではないと考えられます。
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河川整備計画における河川整備計画における
整備内容について整備内容について

16

■ 整備計画策定河川

※図面差替要

三十三間山

天増川

寒風川

江古川江古川

中川

野木川

鳥羽川

安賀里川

松永川

遠敷川

河内川

杉山川

北川北川
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北川（本川）の整備内容について

18

・ 基準点 新道

・ 整備目標 １／３０

■北川（本川）の整備計画目標

・ 各支川の整備状況

・ 下流区間との整合

新道
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■ 北川の現況の流下能力
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１／３０降雨の流量

堤防高－余裕高

堤防高

１／３０規模の降雨時の流量

新道

河内川合流点

管理境界

600m3

20

※図面差替要

三十三間山

天増川

寒風川

江古川江古川

中川

野木川

鳥羽川

安賀里川

松永川

遠敷川

河内川

杉山川

北川

河内川ダム河内川ダム

■ 整備計画期間内の整備内容

① 支川河内川にダムの整備を行い、
北川の流量の低減を図る

② 局部的に流下能力が不足する区間に
ついては、堆積土砂の浚渫や堤防の
補修（築造）により機能の確保を図る

③ ダム整備により新規利水を確保すると
共に、渇水時においても流水の正常な
機能を維持するため、維持流量の一部
について補給を行う。
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■ ダム完成後の流量
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１／３０降雨の流量

堤防高－余裕高

堤防高

１／３０降雨の流量（ダム完成後）

新道

河内川合流点

管理境界

440m3

600m3

ダムの洪水調節効果により流量が減少

22

15.80K地点の河川断面

河川の浚渫や堤防の修繕等により
概ね１／３０の治水安全度を確保

■ 流下能力が不足している箇所への対応

堤防の修繕

河川の浚渫
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■ １／３０での流量に対応
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維持管理後の流下能力

堤防高－余裕高

堤防高

１／３０降雨の流量（ダム完成後）

新道

河内川合流点

管理境界

維持管理による流下能力の確保

24

江古川の整備内容について
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河川整備計画策定河川に選定（H16に浸水被害有り）

・浸水要因
・河川の概要・改修の経緯
・治水対策案の提示

前回（第１９回検討会）の内容前回（第１９回検討会）の内容

今回の内容今回の内容

１．河川の特徴（再説明）
２．治水対策上の課題（再説明）
３．河川整備の目標
４．治水対策案
５．整備計画期間内での整備内容

26

１．河川の特徴について
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江古川

河川延長 4.6km
流域面積 8.3k㎡

0.0k

0.8k 1.2k

1.6k

2.0k

2.4k

2.8k

3.2k

3.6k

0.4k

凡例

：江古川

：江古川流域界

：法河川上流端

28

江古川と北川（本川）との関係
Ａ－Ａ 下流部((0.0～0.6k)

Ｂ－Ｂ 中・上流部（1.2k上流部）

宅地地盤高TP.2.1m

水田高TP.1.1m

H.W.L

1.8k
付近

2.0k
付近

北川(0.4k+100)

江古川(1.2k)

北川(1.0k)

H.W.L

H.W.L

地盤高TP.2.0m
江
古
川

北
川

(1.0km)

：流域界 

：江古川 

 

Ａ＝8.3km2 

Ｂ 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 
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現況縦断図
０k～２．８k付近までの勾配が非常に緩い

1k475.7橋梁

江古川2号橋

国富10号橋

江古川3号橋

次吉1号橋

2k360.3橋梁

国富7号線橋

北川合流部
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-0.5k 0.0k 0.5k 1.0k 1.5k 2.0k 2.5k 3.0k 3.5k 距離標

標高

(T.P.m)

江古川 最深河床高

北川 最深河床高

江古川 現況堤防高

北川 計画堤防高

江古川 約1/2300

北川 約1/800

H16.10.22降雨により浸水した区域

北川 約 1/800

江古川 約 1/2,300

北川合流点

T.P.2.68m（H16.10.22水位）
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右岸側で家屋が浸水
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２．治水上の課題

32

0.0k

0.8k 1.2k

1.6k

2.0k

2.4k

2.8k

3.2k

3.6k

0.4k

２．治水対策上の課題

①中流部は流下能力が低い
背後地盤高が低い

③中流部は側方（水田排水路）
からの流入が主で、築堤を
行うと２次内水が発生する

②勾配が緩いため、北川
本川の影響を強く受ける

④右岸側において近年
宅地化が進行した
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３．河川整備の目標について
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家屋の浸水被害を防止する

流下能力の向上
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河川整備の期間と区間

整備計画期間：30年整備計画期間：30年

計画的に整備を図る区間（※）

※
工事を実施する区間は対
策工法によって変わる

0.0k

0.8k 1.2k

1.6k

2.0k

2.4k

2.8k

3.2k

3.6k

0.4k

36

４．治水対策案について
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江古川の治水対策江古川の治水対策

自己流対策
（江古川自身の洪水への対応）

自己流対策
（江古川自身の洪水への対応）

背水対策
（北川の水位の影響への対策）

背水対策
（北川の水位の影響への対策）

38

・江古川流域での1/10確率規模
の洪水に対して、右岸側に堤防
を構築する。

自己流対策
自己流堤＋河道掘削

自己流堤

2.0k

江古川

北川

・堤防高さはT.P+3.3m（江古川
H.W.L+余裕高）

築堤
H.W.L  2.7m

堤防高 3.3m

河道拡幅

地盤高
2.1m

2.0k地点

・下流部～中流部 河床掘削
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北川と江古川を分離
江古川は新しい河道を開削し、直接海に流出させる

①河道分離案

多田川

南川

北川

江古川

家屋移転

堤防設置

直接海に流出

中学校移転

[ﾃﾞメリット]
市街地部での開削のため影響（用地補償）が大 事業費 大

[メリット]
分離により北川からの影響を受けなくなる

40

築堤築堤

本川 H.W.L  3.4m
堤防高 4.4m

河道拡幅

地盤高
2.1m

・合流点～3.2km地点まで本川
と同規模の堤防を構築する

②バック堤案

事業費 中

バック堤

2.0k

江古川

北川

[メリット]
北川からの逆流による浸水を防止

2.0k地点

・堤防高さはT.P+4.4m（北川
H.W.L+北川余裕高）

[ﾃﾞメリット] 
施工延長（影響区間）が膨大
二次内水が発生→排水ポンプが必要
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築堤
本川 H.W.L  3.4m

堤防高 4.0m

河道拡幅

地盤高
2.1m

③輪中堤案

事業費 中

・輪中堤により宅地の浸水を
防止する

・堤防高さはT.P+4.0m（北川
H.W.L+北川余裕高）

[メリット]
影響範囲（施工区間）が小さい

[ﾃﾞメリット]
背後地からの排水（ポンプ）が必要

輪中堤外の地区を守れない

（北川本川洪水対応）

2.0k地点

輪中堤

2.0k

江古川

北川

42

築堤
H.W.L  2.5m

堤防高 3.1m

河道拡幅

地盤高
2.1m

④水門＋輪中堤案

事業費 中

・輪中堤により宅地の浸水を
防止する

・堤防高さはT.P+3.1m(1/10対応)

[メリット]
北川からの逆流による浸水がなくなる

[ﾃﾞメリット]
背後地からの排水（ポンプ）が必要

水門を閉めている間、湛水が持続する

2.0k地点

輪中堤

2.0k

江古川

北川

水門

・水門により本川の逆流を防ぐ
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築堤
H.W.L  2.7m

堤防高 3.3m

河道拡幅

地盤高
2.1m

⑤水門＋ポンプ案

事業費 大

・自己流堤により宅地の浸水を防止

・堤防高さはT.P+3.3m(1/10対応)

[メリット]
北川からの逆流による浸水がなくなる
ポンプ排水により湛水時間が短くなる

[ﾃﾞメリット]
建設に係る費用と時間が大

ポンプ場の維持管理が必要

2.0k地点

輪中堤

2.0k

江古川

北川

水門

・水門により本川の逆流を防ぎ
自己流はポンプにより排水する

Ｐ

ポンプ
(ﾎﾟﾝﾌﾟ場)

44

工法比較

中高高低低実現性

大中中大中事業費

施設の維持
管理が必要

同 左堤外の浸水
防止はでき
ない

多くの家屋
と学校の移
転が必要

約３ｋｍに
渡って高い
堤防が必要

短 所

ポンプで確
実に排水で
きる

水門を設け
ることで輪
中堤を低く
できる

影響（施工）
範囲を軽減

できる

北川の影響
を受けない

北川の逆流
に対して安
全

長 所

逆流防止用
の水門とポ
ンプを組み
合わせる

逆流防止用
の水門と輪
中堤を組み
合わせる

家屋の周囲
に堤防を築
く

北川と分離
する

北川の堤防
と同じ規模
で整備

特 徴

⑤

水門+
ポンプ案

④

水門+
輪中堤案

③

輪中堤案

②

江古川分
離案

①

バック堤
案

項 目
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１．適切な土地利用への誘導
・現在の土地利用の維持
・新たな開発に対しての指導

■ソフト対策

２．住民意識の向上、避難体制の強化
・水害に対する意識啓発
・避難経路の確保と事前周知
・各種情報の提供
・避難指示等の連絡体制の強化

46

５．整備計画期間内での整備内容

整備区間 ： 中流部（北川合流点から1.2km～3.2km) 

目標規模 ： 概ね１０年に１回程度の降雨による洪水を対象

保全対象 ： 家屋や公共施設

• 工事内容としては、輪中堤案、水門＋ポンプ案、江古川
分離案等について総合的に検討し、家屋等への浸水を
防止するための対策を行う。

• 北川の治水対策が大きく影響するため、管理者である国
と十分な調整を図りながら適切な治水対策を行う。
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北川水系河川整備計画（原案）について北川水系河川整備計画（原案）について

48

1．北川水系の概要

1.1 流域及び河川の概要

1.2 治水事業の沿革

2．北川水系の現状と課題

2.1 治水に関する現状と課題

2.2 利水に関する現状と課題

2.3 河川環境に関する現状と課題

3．河川整備計画の目標に関する事項

3.1 河川整備計画の計画対象区間

3.2 河川整備計画の対象期間

3.3 河川整備計画の適用

3.4 河川整備計画の目標

4．河川の整備の実施に関する事項

4.1 河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の
施工により設置される河川管理施設の機能の概要

4.2 河川の維持の目的、種類及び施工の場所

4.3 その他河川の整備を総合的に行うために必要な事項

■北川水系河川整備計画（原案）
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３．河川整備計画の目標に関する事項

３．１ 河川整備計画の計画対象区間

本整備計画の対象は、北川水系の法河川のすべての区間
とします。

そのうち、計画的に河川工事を実施する区間は北川および
江古川とします。

天増川

寒風川

江古川江古川

中川

野木川

鳥羽川

安賀里川

松永川

遠敷川
河内川

杉山川

北川北川

50

３．２ 河川整備計画の対象期間

整備計画の対象期間 ： 概ね３０年

３．３ 河川整備計画の適用

本整備計画は、計画策定後の災害発生状況や流域の
開発計画等の社会情勢の変化、ならびに、地域の意向等
を適切に反映できるよう、適宜、その内容について点検し、
必要に応じて計画の見直しを行うものとします。



26

51

３．４ 河川整備計画の目標

（１） 北川

３．４．１ 洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する目標

・長期的な目標としては、新道地点において概ね１００年に１

回程度発生する降雨に対応。

・整備目標としては、水系内の各支川の整備状況や、流域の

規模等を総合的に判断し、概ね３０年に１回程度発生する

降雨に対応。

52

（２） 江古川

・現状としては、霞堤としての機能を有しているが、宅地化

が進行。

・平成16年の台風23号では、家屋の浸水被害が発生。

・整備目標としては、水系内の各支川の整備状況や、流域

の規模等を総合的に判断し、概ね１０年に１回程度発生す

る降雨に対応。
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３．４．２ 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持
に関する目標

・水需要の状況を踏まえ、関係機関や地域住民等と連携

して、適正な水管理に努める。

・渇水時における情報提供、情報伝達体制の整備に努め、

水資源の合理的な利用促進を図る。

・河内川ダムにより、新規用水（特定かんがい用水、水道

用水、工業用水）の確保を行うと共に、流水の正常な機能

の維持に必要な流量の一部について補給を行う。

特定かんがい用水：かんがい期最大0.36㎥/s
水道用水 ：小浜市 12,960㎥/日、若狭町 2,592㎥/日
工業用水 ：1,728㎥/s
維持流量の一部を確保

：新道地点 0.15㎥/s、下吉田地点 0.25㎥/s

54

３．４．３ 河川環境の整備と保全に関する目標

・治水や河川利用との調整を図りつつ、自然環境の保全・

再生に努める

・現在良好な水質について現状を維持するよう努める。

・地域住民や関係機関との連携を図りながら、現状の適正
な利用を維持していく。

・河川に関する情報を地域住民と幅広く共有し、環境教育
等の充実を図るとともに、住民参加による河川清掃、河川
愛護活動等の支援に努める。
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４．河川の整備の実施に関する事項

４．１ 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川
工事の施行により設置される河川管理施設の機能の概要

（１）北川

・整備計画の目標として、概ね３０年に１度の洪水に対応
する治水安全度の確保する。

・治水対策の手法としては、支川河内川にダムを建設し洪
水調節を行う。

・ダムは、新道地点において、将来計画の目標とする概ね
１００年に１度の洪水に対応する治水安全度を確保する。

・渇水時においても流水の正常な機能を維持するとともに、
新規用水の確保を目的とする多目的ダム（総貯水容量
8,000,000㎥、有効貯水容量7,200,000㎥）とする。

56

４．河川の整備の実施に関する事項

４．１ 河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川
工事の施工により設置される河川管理施設の機能の概要

・河道は、洪水調節後の流量に対して断面を確保するため堆
積土砂の浚渫や、堤防の補修(築造)等、現況河道の適正な
維持管理に努める。

・計画高水流量は、新道地点において440㎥/sを目標とし、ダ
ムにより洪水調節を行い、それを河道に配分します。

＜北川流量配分図＞

河内川ダム

１７０

　 ４０
＜６０＞

４４０

（６００）

新道

河
内
川

北川

黒字は整備計画1/30
赤字は将来計画1/100
（　）：調節前
<　>：最大放流量

２５０

　 ７０
＜９０＞

７００

（８７０）

決定洪水：平成2年9月型
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■ 河内川ダムの諸元

・ 目的 ： 洪水調節、流水の正常な機能の維持、特定かんがい用水・

水道用水・工業用水の供給

・ 位置 ： 左岸 福井県三方上中郡若狭町熊川

右岸 福井県三方上中郡若狭町熊川

・ 形式 ： 重力式コンクリートダム

・ 堤高 ： 約８０ｍ ・ 堤頂長 ： 約２００ｍ

・ 集水面積 ： １４．５km2 ・ 湛水面積 ： ０．３７km2

・ 総貯水容量 ： ８，０００，０００m3

58

４．河川の整備の実施に関する事項

４．１ 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川
工事の施行により設置される河川管理施設の機能の概要

（２）江古川

・概ね１０年に１回程度の降雨による洪水に対し、家屋や公
共施設等への浸水を防ぐための築堤等を検討する。

・江古川の特徴として河口に近く、河床勾配が緩いことから、
北川の水位が大きく影響するため、本川管理者である国土
交通省と十分な調整を図り、適切な治水対策を行う。

・整備を行う区間は、北川合流点から1.2km地点より上流の
約2.0km区間。
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４．河川の整備の実施に関する事項

４．１ 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川
工事の施行により設置される河川管理施設の機能の概要

・流域住民に対し霞堤の持つ機能について理解を得るよう
努め、地元自治体と協力して開発の指導に努めることで、
新たな宅地化の進展による浸水被害の増大を招かない
よう、適正な土地利用の維持を図る。

・洪水時に住民が迅速に避難できるよう、普段から水害に
対する意識啓発に努め、各種情報の提供や関係機関と
連携した連絡体制の強化に努める。

60

４．２ 河川の維持の目的、種類及び施工の場所

４．２．１ 河川の維持の目的

河川の維持管理にあたっては、治水・利水・環境の観点
から調和のとれた機能を維持することを目的とする。
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４．２．２ 河川の維持の種類及び施工の場所

（１） 洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する維持管理

① 河川管理施設の維持管理

・洪水時に十分な機能を発揮できるよう河川管理施設の巡視を
行う。

・機能不足や機能低下したものについては、局部的な改良、復
旧・修繕、機器の更新を行う。

・洪水等の外力により河川管理施設に損壊等が生じた場合には、
速やかに災害復旧や修繕等の対策を講じる。

・河内川ダムについては、堤体本体、貯水池及び堤体に係る施
設等を常に良好に保つため必要な計測・点検等を行い、その
機能の維持に努める。

62

② 河道の維持管理

洪水の流下を阻害する河道内の体積土砂の浚渫や伐木
除去等、維持管理については、河川環境への影響に配慮し
つつ、計画的に行う

③ 防災機能の充実

・雨量・水位観測データ等の防災情報をインターネット等で地域
住民に迅速かつわかりやすく提供する。

・平常時においても、地域住民の防災意識を高めるため、防災
情報の提供、防災教育・訓練の実施等を行う。

・水防団等との情報交換ならびに水防警報の充実、水防体制
の維持・強化を図り、被害の防止・軽減に努める。

・洪水ハザードマップの作成への支援、地域住民への効果的
でわかりやすい情報提供に努める。
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（２） 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持

に関する維持管理

① 水量の管理

既得用水の取水の安定化、流水の正常な機能の維持等を
図るため、利水者との情報連絡を密に行い、河川流量やダム
貯留量等の情報収集及び提供に努める等、水資源の有効活
用を図る。

② 許可工作物の設置等への対応

河川内の取水堰等の占用許可工作物については、適正な
運営・管理の監督を行うとともに、必要が認められる場合に
は、点検・修理等を施設管理者に指導する。

64

（３） 河川環境の整備と保全に関する維持管理

① 水質の監視

・河川およびダム貯水池において、将来にわたり河川水の
利用や動植物の生息・生育環境が保全されるよう水質の
監視を行い、必要に応じて関係機関と連携して水質保全
対策等を行う。
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② 動植物の生息・生育地の保全

・河川整備にあたっては、水際での水域と陸域の連続性や、
瀬・淵などの流れの変化について配慮していく。

・ダムの整備にあたっては、整備実施区域及びその周辺区域
を対象に環境調査を実施し、その調査結果を踏まえ学識経
験者の助言を受けながら、環境への予測や評価を行い、極
力環境への影響が小さくなるように努める。

・土地の改変等やむを得ず影響が生じる場合には、環境保全
措置を講じるなど、環境への影響の低減に努める。

・アユ等の回遊性魚類に対する取水堰など横断工作物による
上下流の連続性の遮断については、改築の時期にあわせ管
理者に魚道等の機能改善を図るよう指導・調整に努める。

・また、生物の生息状況の把握については、魚類を中心とした
定期的な調査を行う等、状況の把握に努める。
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③ 人と河川の豊かなふれあいの確保

自然豊かな河川とのふれあい・体験学習の場としての利用が
促進されるよう、利用者のニーズの把握に努める他、地域の歴
史・文化についても尊重した整備を行うよう配慮する。

新たな工作物の設置や既存の工作物の改築の際には、河川
環境に対する配慮もなされるよう指導する。

良好な環境を維持していくために、地域住民の河川愛護精神
を啓発するとともに、河川内の不法投棄を減らすための河川巡
視を行い、必要に応じゴミ投棄防止に関する看板の設置等の対
応を講じる。
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４．３ その他河川の整備を総合的に行うために必要な事項

４．３．１ 関係機関、地域住民との協働

治水・利水・環境それぞれの分野において、積極的に関係機
関、地域住民との連携を図る。

治水面では、関係機関等との情報を交換し合うなど、相互の
協力体制を維持するとともに、協働して出水期前の水防訓練、
洪水時等の対応を行う。また、水害に対する地域住民の認識を
高めるため、防災情報の伝達等の危機管理施策について、関
係自治体と協働して取り組む。

利水面では、河川流量が少なくなった場合に、関係機関およ
び地域住民と協働して渇水時の対応を行う。
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環境面では、住民参加による河川美化活動を推進するなど、
地域住民と協働して良好な河川環境の保全に努めるとともに、
河川愛護精神の啓発に取り組む。また、地域住民と積極的に
意見交換し、協働して川づくりを進める。
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４．３．２ 他施策との連携等

流域と一体となった総合的な河川の整備を行うため、関係機
関との連絡調整を強化するとともに、港湾・道路・都市計画・砂
防・治山等の河川事業以外の事業と連携し、総合的に河川整
備を進めます。
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終


